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 対象作物 要件等 

交付単価 

(１０ａあたり) 

① 
地産地消作物 

(なにわ特産品を含む) 

令和７年度中に、出荷・販売していること 

（戦略作物※1、たけのこ、そば、②、③、 

④の対象作物を除く） 

 ６，０００円 

② 

有機農業 

（有機 JAS認定、

大阪エコ農産物

不使用認証） 

有機JAS認証もしくは大阪エコ農産物認証

（化学農薬・肥料不使用）を受けた農産物

に対する助成 

５０，０００円 

③ 

大阪エコ農産物 

(不使用認証以外) 

府が定める大阪エコ農産物認証を受けた作

物に助成 

２２，０００円 

なにわの伝統野菜 
なにわの伝統野菜認証を受けた野菜に対す

る助成 

 

今年度の「水稲生産実施計画兼経営所得安

定対策等の交付金に係る営農計画書(兼確

認野帳)兼水稲共済加入申込書兼変更申出

書」の提出は５月９日までです。 

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金 

産
地
交
付
金
の
概
要
に
つ
い
て 

「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
で

は
、
担
い
手
農
業
者
の
農
業
経

営
の
安
定
に
資
す
る
よ
う
、
諸

外
国
と
の
生
産
条
件
の
格
差

か
ら
生
ず
る
不
利
を
補
正
す

る
交
付
金
と
、
農
業
経
営
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
当

年
産
の
収
入
が
減
少
し
た
場

合
に
、
そ
の
減
少
額
を
補
て
ん

す
る
交
付
金
を
措
置
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
麦
、
大
豆
、
米
粉
用

米
等
の
戦
略
作
物
の
本
作
化

や
水
田
の
畑
地
化
を
推
進
す

る
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
等
を
措
置
し
て
い
ま
す
。 

 

以
下
、
対
象
と
な
る
主
な
交

付
金
の
内
容
で
す
。 

営

農

計

画

書

の

提

出

は

お

済

み

で

す

か

 

水
田
活
用
の 

直
接
支
払
交
付
金 

・
対
象
者 

 

経
営
所
得
安
定
対
策
に
加

入
し
、
水
田
で
出
荷
・
販
売
を

目
的
と
し
て
対
象
作
物
を
生

産
す
る
農
業
者
の
方 

・
交
付
申
請
書
の
提
出
期
限 

  

令
和
７
年
６
月
６
日
（
金
） 

 
 
 

午
後
５
時
30
分
ま
で 

 

★
営
農
計
画
書
と
交
付
申
請

書
、
証
拠
書
類
等
の
名
義
が
異

な
る
と
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。 

★
大
阪
エ
コ
農
産
物
・
な
に
わ

の
伝
統
野
菜
に
つ
い
て
は
、
当

該
作
物
が
府
（
市
）
の
認
証
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。 

★
野
菜
・
果
樹
・
花
き
等
の
作

物
は
、
販
売
伝
票
等
の
書
類
の

提
出
が
必
要
で
す
。 

★
担
い
手
加
算
を
受
け
る
た

め
に
は
10
月
１
日
現
在
で
認

定
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
市
町

村
等
が
実
施
す
る
経
営
内
容

に
関
す
る
自
己
点
検
シ
ー
ト

を
提
出
さ
れ
た
方
が
対
象
で

す
。 

★
主
食
用
米
を
作
付
け
し
て

い
る
水
田
の
裏
作
に
は
、
麦
・

大
豆
等
の
戦
略
作
物
を
除
き

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
（
水
稲
の

裏
作
野
菜
は
不
可
） 
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④ 地域振興作物 

地域水田収益力強化ビジョンにおいて地域

の振興作物に定められた品目（１０品目以

内）に助成 

１４，０００円 

⑤ 担い手の育成 

１０月１日現在で、認定されている認定農

業者等※3 が作付けする①～④または⑥の

作物に加算（※別途要件があります） 

１０，０００円 

⑥ 

エコ大豆・ 

エコ新規需要米 

等加算 

※2 

戦略作物の助成を受けたエコ大豆及びエコ

新規需要米（米粉用米・WCS・飼料用米等）、

エコ加工用米に加算 

１３，０００円 

※施設園芸加算については、今年度より廃止されました。 

生
産
緑
地
地
区
の

指
定
受
付
に
つ
い
て 

 

市
街
化
区
域
内
の
農
地
に
つ

い
て
、
生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指

定
を
受
け
付
け
ま
す
。
指
定
に
は

３
０
０
㎡
以
上
の
面
積
要
件
等

が
あ
り
ま
す
の
で
、
追
加
指
定
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
電
話
に

て
ご
予
約
の
上
、
相
談
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

 

※
相
談
の
際
に
は
、
固
定
資
産
評

価
証
明
書
等
の
資
料
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。 

 

※
一
度
指
定
を
受
け
る
と
30
年

間
は
農
地
の
適
正
な
管
理
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

●
受
付
期
間 

令
和
７
年
５
月
１
日
（
木
）
～ 

令
和
７
年
６
月
30
日
（
月
） 

 

●
受
付
場
所 

す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階 

都
市
計
画
課
（
内
線
４
５
３
） 

 

犯
罪
行
為
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。 

 

こ
う
し
た
被
害
に
遭
わ
れ
な

い
よ
う
、
次
の
①
②
に
注
意
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

①
農
林
水
産
省
、
地
方
農
政
局

等
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
農
協
、

関
係
機
関
な
ど
が
A

T

M
（
農

協
、
銀
行
な
ど
の
現
金
自
動
預
払

機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

や
皆
様
の
ご
自
宅
に
伺
い
、
通
帳

や
印
鑑
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等

の
提
示
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

②
交
付
金
の
支
払
い
の
た
め
、
皆

様
へ
手
数
料
等
を
請
求
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

・
対
応
例 

 

①
②
の
例
の
よ
う
に
、
農
林
水

産
省
職
員
等
を
名
乗
る
者
か
ら

電
話
が
あ
り
、
不
審
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
相
手
の
所
属
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
ご
確
認
の
上
、
富
田

林
市
役
所
ま
で
連
絡
し
、
確
認
す

る
な
ど
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
１ 

戦
略
作
物
…
麦
、
大
豆
、

飼
料
作
物
、
飼
料
用
米
、
米
粉

用
米
、
W

C

S
用
稲
、
加
工
用

米 ※
２ 

新
規
需
要
米
・
加
工
用 

米
に
取
り
組
む
場
合
は
国
の
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

※
３ 

認
定
農
業
者
（
国
版
・
大

阪
版
）
、
認
定
新
規
就
農
者
及
び

集
落
営
農
組
織
。 

 

※
追
加
配
分
や
申
請
状
況
等
に

よ
っ
て
、
交
付
単
価
が
変
わ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
お
問
い
合
わ
せ
先 

 
農
業
創
造
課 

 
（
内
線
４
４
３
） 

 

●
補
助
金
等
の
交
付
を
よ
そ
お
っ

た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
ご
注
意

く
だ
さ
い 

 

各
種
補
助
金
等
の
支
払
い
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
社

会
情
勢
に
お
い
て
、
「
振
り
込
め

詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」

等
悪
質
な
犯
罪
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
等
の
交
付

を
よ
そ
お
い
、
受
給
予
定
者
の
情

報
等
を
だ
ま
し
取
る
と
い
っ
た 
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の 

高
齢
化
や
人
口
減
少
の
本

格
化
に
よ
り
農
業
者
の
減
少

や
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
、
今

後
、
農
地
が
適
切
に
利
用
・
管

理
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
こ
と
か
ら
令
和
５
年

４
月
１
日
に
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
が
改
正
さ
れ
、
地

域
農
業
の
将
来
の
在
り
方
を

明
確
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

各
市
町
村
に
地
域
計
画
の
策

定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
富
田
林
市
で

は
１
４
地
区
を
計
画
の
対
象

地
区
と
選
定
し
ま
し
た
。 

 

各
地
区
で
は
、
市
街
化
調
整

区
域
内
の
農
地
所
有
者
を
対

象
に
、
今
後
の
農
地
利
用
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
令
和
６
年
７
月
か
ら

地
域
計
画
の
説
明
会
を
各
地

区
で
開
催
し
ま
し
た
。 

説
明
会
の
中
で
い
た
だ
い

た
意
見
を
基
に
、
農
業
創
造
課

に
お
い
て
作
成
に
取
り
組
み
、 

                           

地
域
計
画
の
策
定
に
つ
き
ま

し
て
は
、
農
業
委
員
会
に
お
け

る
「
目
標
地
図
」
素
案
の
作
成

業
務
に
お
い
て
、
農
業
者
の
皆

様
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の

ご
協
力
や
地
域
で
の
話
合
い
の

場
に
ご
参
加
く
だ
さ
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
も
計
画
の
修
正
等
、
ご

協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
か

と
存
じ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
内

に
お
け
る
農
地
転
用
に
つ
い
て

は
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で

す
が
、
地
域
計
画
区
域
内
の
場

合
、
計
画
変
更
と
い
う
追
加
の

手
続
き
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
転
用
を
お
考
え
の
際

は
、
期
間
に
余
裕
を
も
っ
て
農

業
創
造
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
農
用
地
区
域
内
に
つ

い
て
は
、
原
則
、
転
用
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

地
域
計
画
区
域
内
で
の 

農

地

転

用

に

つ

い

て 

農業者年金基金企画調整室 TEL 03－3502－3942 

農

業

者

年

金

に 

加
入
し
ま
せ
ん
か 

 

地
域
計
画
を 

策
定
し
ま
し
た 

令
和
７
年
３
月
に
１
４
地
区
で

地
域
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。 

 

地
域
計
画
策
定
に
よ
り
、
地

域
農
業
の
将
来
の
在
り
方
や
、

１
０
年
後
の
耕
作
者
の
見
通
し

を
つ
け
る
こ
と
で
、
地
区
内
外

か
ら
担
い
手
の
参
入
を
進
め
、

必
要
に
応
じ
て
農
地
の
基
盤
整

備
事
業
な
ど
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

 
ま
た
、
年
１
回
程
度
の
計
画

見
直
し
を
予
定
し
て
お
り
、
新

た
な
取
り
組
み
な
ど
、
地
区
の

実
情
に
応
じ
た
更
新
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

              


